
◎表紙◎表紙
平舘こども園の年長児が小正月行事平舘こども園の年長児が小正月行事
　「ミズキ飾り」で市内を彩る　「ミズキ飾り」で市内を彩る（関連 22㌻）（関連 22㌻）

◎主な内容◎主な内容
いわて八幡平白銀国体が開催いわて八幡平白銀国体が開催（関連２～４㌻）（関連２～４㌻）

表彰受賞者の紹介表彰受賞者の紹介（関連５㌻）（関連５㌻）

市観光振興計画を策定市観光振興計画を策定（関連６～７㌻）（関連６～７㌻）

農
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　いわて八幡平白銀国体が、本市を舞台に２月17日から20日まで開かれます。温かく
選手を迎え、応援しましょう。
■問い合わせ先　同大会八幡平市実行委員会事務局（文化スポーツ課内）（☎・内線１１５0）
■市ウェブサイト　https://www.city.hachimantai.lg.jp/site/kokutai/

白銀のドラマ いよいよ幕開け白銀のドラマ いよいよ幕開け

応援メッセージ入りラベル
を準備した安代小児童﻿

月日 時間 式典・競技内容 会場

２月 17日 ㈮
9：00 スペシャルジャンプ公式練習

コンバインドジャンプ公式練習、予備ラウンド 矢神飛躍台

14：00 開始式 市総合運動公園体育館

２月 18日 ㈯

9：00 ジャイアントスラローム　成年男子Ａ、成年女子Ａ、成年男子Ｂ 安比高原スキー場

9：00 スペシャルジャンプ　少年男子、成年男子Ｂ・Ａ 矢神飛躍台

9：30 クロスカントリー　少年男子、成年男子Ａ・Ｂ 田山クロスカントリーコース

２月 19日 ㈰

9：00 ジャイアントスラローム　成年男子Ｃ、成年女子Ｂ、少年女子 安比高原スキー場

9：00 コンバインドジャンプ　少年男子、成年男子Ｂ・Ａ 矢神飛躍台

9：30 クロスカントリー　成年男子Ｃ、少年女子、成年女子Ａ・Ｂ
田山クロスカントリーコース

13：30 コンバインドクロスカントリー 成年男子Ｂ、少年男子、成年男子Ａ

２月20日 ㈪

9：00 ジャイアントスラローム　少年男子 安比高原スキー場

9：00 クロスカントリーリレー　女子

田山クロスカントリーコース11：00 クロスカントリーリレー　成年男子

11：10 クロスカントリーリレー　少年男子

16：00 表彰式 市総合運動公園体育館

感
染
症
対
策
に
注
力

安
全
・
安
心
な
大
会
の
た
め

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
防
止
の
た
め
、
観
戦
の
際

に
は
、次
の
事
項
の
遵
守
を
徹
底
し

て
く
だ
さ
い
。

❶
手
指
消
毒
を
こ
ま
め
に
行
う

❷
マ
ス
ク
の
着
用

❸
身
体
的
距
離
の
確
保

※
観
客
は
、観
戦
前
後
10
日
間
の
健

康
状
態
な
ど
の
体
調
管
理
を
健
康

管
理
ア
プ
リ「
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ　
Ｓ

Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
」ま
た
は
体
調
管
理

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。様
式
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、発
熱
や
体
調
が
す
ぐ

い
わ
て
八
幡
平
白
銀
国
体

作
者
：
熊
谷 

幸
平
さ
ん（
一
関
市
）

　
　
大
会
愛
称

　
　
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

白
銀
に 

映
え
る

作
者
：
村
岡 

孝
司
さ
ん（
兵
庫
県
丹
波
市
）

　
　
　
み
ん
な
の 

夢
・
未
来

れ
な
い
時
は
来
場

を
自
粛
し
て
く
だ

さ
い
。

白銀に 映えるみんなの 夢・未来

に訪れる選手団を
温かく歓迎しよう

７
年
ぶ
り
の
開
催

４
日
間
の
熱
戦
幕
開
け

　
特
別
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

ス
キ
ー
競
技
会（
ス
キ
ー
国
体
）は

２
月
17
日
㈮
か
ら
20
日
㈪
ま
で
の

４
日
間
、本
市
を
会
場
に
開
か
れ
ま

す
。全
国
か
ら
約
１
８
０
０
人
の
選

手
団
が
集
い
、４
競
技
で
日
本
一
を

競
い
ま
す
。

　

ス
キ
ー
国
体
の
本
市
開
催
は
、

旧
安
代
町
時
代
に
3
回
、
八
幡
平

市
に
な
っ
て
か
ら
は
、
前
回
平
成

28（
２
０
１
６
）年
２
月
の
第
71
回

大
会（
希
望
郷
い
わ
て
国
体
）以
来

7
年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。

手
書
き
で
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

歓
迎
の
グ
ッ
ズ
な
ど
作
成

　
ス
キ
ー
国
体
に
出
場
す
る
選
手

団
を
歓
迎
し
応
援
す
る
た
め
、

ジ
ャ
ン
プ
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

会
場
の
地
元
、
田
山
小
で
は
、
選

手
団
へ
の
お
も
て
な
し
品
と
し

て
、
リ
ン
ド
ウ
の
花
を
添
え
た
し

お
り
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
市

内
の
小
学
生
が
、
お
も
て
な
し
品

に
貼
り
付
け
る
ラ
ベ
ル
に
、
手
書

き
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
準

備
。
安
代
小
６
年
の
工
藤
彪と

ら
じ司

さ

ん
は「
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
書

き
ま
し
た
。
選
手
に
は
、
地
元
の

安
比
塗
も
見
て
ほ
し
い
で
す
」と
、

本
市
に
集
う
選
手
の
活
躍
と
地
元

Ｐ
Ｒ
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
が
、
本
市
を
舞

台
に
思
う
存
分
躍
動
し
、
こ
の
地

が
思
い
出
深
く
記
憶
に
刻
ま
れ
る

よ
う
、
温
か
い
歓
迎
と
応
援
で
激

励
し
ま
し
ょ
う
。

改
修
し
た
ジ
ャ
ン
プ
台
で
国
体
迎
え
る

　
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
安
定
し
た
競
技
環
境
を
準
備

　
市
は
、
い
わ
て
八
幡
平
白
銀
国
体
の
開
催
に

向
け
、
矢
神
飛
躍
台（
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
：
Ｈ
Ｓ

=

87
ｍ
、
K
点
＝
80
ｍ
）の
改
修
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
総
事
業
費
３
億
９
７
４
３
万
円
の
う
ち
約

４
分
の
３
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
助
成
を

受
け
、
残
り
を
県
・
市
で
負
担
し
整
備
し
た
も

の
で
、
飛
び
出
し
ま
で
の
助
走
路
に
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
助
走
路
を
冷
却
す
る
こ

と
で
、
気
温
の
上
昇
に
よ
る
助
走
路
へ
の
影
響

を
少
な
く
し
、
ま
た
、
助
走
路
の
溝
を
付
け
る

カ
ッ
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
も
整
備
さ
れ
、
作
業
の
安

全
性
も
向
上
し
ま
し
た
。

スポーツ振興くじ助成は、スポーツくじ（toto・BIG）の収益を財源として、地方公
共団体やスポーツ団体が行うスポーツ振興を目的とする事業に対して行われます。
①日本スポーツ振興センター（JSC）　https://www.jpnsport.go.jp/
②スポーツ応援サイト「GROWING」　https://www.toto-growing.com/

　
選
手
が
安
定
し

て
力
を
発
揮
で
き

る
よ
う
、
本
番
に

向
け
最
終
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

整備されたカッ
ターユニット﻿

競技環境の安定のため﻿、助走路の下
を通る冷媒管で、助走路の氷を冷却

大会日程　開始時刻は目安です。　　

２
月
17
日
か
ら
４
日
間

詳細はこちら﻿

観戦情報については観戦情報については、今号同時配布の「観戦ガイド」を確認してください。、今号同時配布の「観戦ガイド」を確認してください。
詳細はこちら﻿

田山小児童は応援メッセージ入
り﻿しおりを作成
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ＧＳ 少年男子ＧＳ 少年男子
中軽米 中軽米 拓拓

た く とた く と

人人
（盛岡中央高校）（盛岡中央高校）

ＧＳ 成年男子ＢＧＳ 成年男子Ｂ
小船 小船 勝勝

か つ みか つ み

巳巳
（荒沢運送）（荒沢運送）

ＧＳ 成年男子 CＧＳ 成年男子 C
小田島 小田島 敦敦

あつしあつし

（八幡平市役所）（八幡平市役所）

ＧＳ 少年男子ＧＳ 少年男子
山下 山下 希希

き ふ うき ふ う

風風
（平舘高校）（平舘高校）

ＧＳ 少年女子ＧＳ 少年女子
工藤 工藤 瑞瑞

み ず ほみ ず ほ

穂穂
（平舘高校）（平舘高校）

ＧＳ 少年女子ＧＳ 少年女子
阿部 阿部 美美

み り あみ り あ

莉亜莉亜
（盛岡中央高校）（盛岡中央高校）

ＳＪ・ＮＣ 成年男子ＢＳＪ・ＮＣ 成年男子Ｂ
永井 永井 秀秀

ひ で あ きひ で あ き

昭昭
（岐阜日野自動車）（岐阜日野自動車）

ＳＪ・ＮＣ 成年男子ＢＳＪ・ＮＣ 成年男子Ｂ
永井 永井 陽陽

よ う い ちよ う い ち

一一
（安代中学校（教））（安代中学校（教））

ＳＪ・ＮＣ 少年男子ＳＪ・ＮＣ 少年男子
山本 山本 宇宇

そ らそ ら

宙宙
（盛岡中央高校）（盛岡中央高校）

Ｃ C 成年男子ＣＣ C 成年男子Ｃ
八幡 八幡 和和

か ず きか ず き

樹樹
（八幡平市役所）（八幡平市役所）

ＧＳ＝ジャイアントスラローム競技、ＳＪ＝スペシャルジャンプ競技、ＮＣ＝ノルディックコンバインド競技、Ｃ C ＝クロスカントリー競技

ス
キ
ー
国
体
に
出
場
予
定
の
地
元
選
手
紹
介

ス
キ
ー
国
体
に
出
場
予
定
の
地
元
選
手
紹
介

応援をチカラに
　
ス
キ
ー
国
体
に
は
市
出
身
・
在
住
な
ど
身
近
な
選
手
も
多
数
出
場
予

　
ス
キ
ー
国
体
に
は
市
出
身
・
在
住
な
ど
身
近
な
選
手
も
多
数
出
場
予

定
で
す
。
ぜ
ひ
会
場
で
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

定
で
す
。
ぜ
ひ
会
場
で
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、市
外
か
ら
来
た
選
手
に「
八
幡
平
市
で
の
国
体
に
出
場
で
き
て

　
ま
た
、市
外
か
ら
来
た
選
手
に「
八
幡
平
市
で
の
国
体
に
出
場
で
き
て

良
か
っ
た
」と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら
最
高
で
す
ね
。

良
か
っ
た
」と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら
最
高
で
す
ね
。

ＮＣ 成年男子ＡＮＣ 成年男子Ａ
工藤 工藤 颯颯

そ う やそ う や

悠悠
（ケアリッツ・アンド・パートナー（ケアリッツ・アンド・パートナーズ）ズ）

ＳＪ 成年男子ＡＳＪ 成年男子Ａ
成田 成田 健健

け ん たけ ん た

太太
（明治大学）（明治大学）

ＳＪ・ＮＣ 成年男子ＢＳＪ・ＮＣ 成年男子Ｂ
永井 永井 健健

た け ひ ろた け ひ ろ

弘弘
（盛岡市役所）（盛岡市役所）

ＳＪ・ＮＣ 少年男子ＳＪ・ＮＣ 少年男子
工藤 工藤 琉琉

る かる か

翔翔
（秋田花輪高校）（秋田花輪高校）

CC 成年男子ＢCC 成年男子Ｂ
高橋 高橋 涼涼

りょうりょう

（カンケンテクノ㈱）（カンケンテクノ㈱）

各種表彰

　　厚生労働大臣表彰、県農林水産業表彰が行われました厚生労働大臣表彰、県農林水産業表彰が行われました。。
受賞された皆さん、おめでとうございます。受賞された皆さん、おめでとうございます。
　本号では受賞者の長年にわたる功績を紹介します。　本号では受賞者の長年にわたる功績を紹介します。

【事績】　平成6年から身体障害者相談員とし
て28年にわたって活動しています。市社会福祉
協議会評議員などを歴任。平成30年からは市身
体障害者福祉協会会長として、身体障害者の更
生擁護に尽力し、地域の社会福祉推進に大きく
貢献しています。
【所感】　活動を通してたくさんの人と交流する
ことができました。今後も、相談者に寄り添っ
て活動を続けていきたい。

【事績】　平成27年から戦没者遺族相談員とし
て7年にわたって活動しています。松尾遺族会
会長、県遺族連合会理事などを歴任。遺族の良
き相談相手となることに努め、援護事業に尽力
し、戦争の記憶を風化させない取り組みに大き
く貢献しています。
【所感】　若い世代に戦争を繰り返してはいけな
いということを伝えていく活動や戦没者遺族の
福祉の向上に力を入れて取り組んでいきたい。

【県農林水産業表彰】

髙橋 守
も り お

男 さん =畑=

【事績】　平成18年に市農業委員となり、25年
1月からは市農業委員会会長を務め、農業委
員会事務局と意思疎通を図りながら、組織運
営に努めました。
　また、農業委員会法改正に伴う新体制への
移行を円滑に行ったほか、農地パトロールを
通じた遊休農地の発生防止や解消、農地法の
適正運用に向けた農業者の育成などに尽力
し、農業振興と発展に大きく貢献しました。

【援護事業功労】

髙橋 清
せ い し

志 さん =野駄=

厚生労働大臣表彰
【更生援護功労】

宇土沢 弘
ひ ろ こ

子 さん = 秋葉=

厚生労働大臣表彰

ＳＪ 成年男子ＡＳＪ 成年男子Ａ
小林 小林 龍龍

た つ な おた つ な お

尚尚
（土屋ホーム）（土屋ホーム）

ＳＪ・ＮＣ 少年男子ＳＪ・ＮＣ 少年男子
伊藤 伊藤 煌煌

こ う がこ う が

牙牙
（盛岡中央高校）（盛岡中央高校）

ＣＣ成年女子ＢＣＣ成年女子Ｂ
土屋 土屋 正正

ま さ えま さ え

恵恵
（青森県弘果 SRC）（青森県弘果 SRC）
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市観光振興計画を策定市観光振興計画を策定

　
将
来
像
を
目
指
す
テ
ー
マ
を「
自

然
を
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ちN

atural 
Resort 

八
幡
平
」と
設
定
し
、３
つ

の
視
点
で
取
り
組
み
ま
す
。

❶「N
atural R

eso
rt

」と
し

て
、「
稼
げ
る
リ
ゾ
ー
ト
」へ　

❷
滞
在
す
る
人
に
も
暮
ら
す
人

に
も
心
地
よ
い
、
持
続
可
能
な

環
境
の
提
供

❸
市
民
の
誇
り
に
つ
な
が
る
観

光
地
域
づ
く
り　

本
計
画
の
テ
ー
マ
を
設
定

本
市
の
観
光
の
価
値
と
課
題

■
市
の
価
値（
強
み
）

・国
立
公
園
と
し
て
認
め
ら
れ
る
、

豊
か
な
自
然
と
そ
の
活
用

・
豊
か
な
環
境
を
守
り
続
け
て
い
る

■
市
の
観
光
の
課
題（
弱
み
）

・
市
内
外
へ
の
情
報
発
信
不
足

・
関
係
者
間
の
連
携
不
足

・若
い
世
代
へ
の
教
育
、
人
材
不
足

・
観
光
資
源
、
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
整
備

数
値
目
標
の
設
定

　
本
市
が
抱
え
る
観
光
の
課
題
を

解
決
し「
選
ば
れ
る
観
光
地
」と
す
る

た
め
、６
つ
の
指
標
を
定
め
ま
し
た
。

日本の美しい四季と暮らし　ナショナルパーク八幡平を目指して日本の美しい四季と暮らし　ナショナルパーク八幡平を目指して

項 目 元年度 ３年度 ４年度 5年度 8年度

日本人観光消費額 ー 39億 44億 47億 61億
　1人当たり消費額 ー 25,560 26,000 26,500 28,000
訪日外国人観光消費額 53億 ー 8億 30億 97億
　1人当たり消費額 41,027 ー 42,000 42,500 44,000

項 目 元年度 ３年度 5年度 8年度

リピーター率
日本人 ー 83% 82% 80%
外国人 89% ー 84% 80%

再訪意向
（7点満点）

日本人 ー 　　6.54 　　6.55 　6.6
外国人 　　5.82 ー 　5.9 　6.6

❺観光資源に対する認知率（市民）
❻観光への関与意向（市民）
※アンケート調査により基準値（現状値）を設定後、目標値を定める。

項 目 元年度 ４年度 5年度 8年度

観光入込客数 1,879千人回 1,700千人回 1,850千人回 2,400千人回

延べ宿泊客数 514千人回 400千人回 450千人回 600千人回

外国人観光入込
客数 129,476人回 20,000人回 70,000人回 220,000人回

教育旅行者数 24,529人回 15,000人回 18,000人回 28,000人回

スポーツ関係宿
泊者数 16,374人 16,000人 17,000人 22,000人

❶旅行支出額

❷旅行者数（観光入込客数など）

❸リピーター率・再訪意向

❹来訪者満足度

項 目 元年度 ３年度 5年度 8年度

総合満足度
（7点満点）

日本人 ー 6.24 6.25 6.3
外国人 6.1 ー 6.15 6.6

※７点＝とても満足、６点＝満足、５点＝やや満足、４点＝どちら
でもない、３点＝やや不満、２点＝不満、１点＝とても不満

単位：円

　　平平成成2929年に策定された第年に策定された第３３期市観光振興計画の成果と期市観光振興計画の成果と
課題を踏まえ、第課題を踏まえ、第４４期市観光振興計画を定めました。期市観光振興計画を定めました。
　　本計画では、本計画では、「日本の美しい四季と暮らし　ナショナ「日本の美しい四季と暮らし　ナショナ
ルパーク八幡平」を将来像に取り組みます。ルパーク八幡平」を将来像に取り組みます。
　　本号では、計画の概要を紹介します。本号では、計画の概要を紹介します。
■問い合わせ先　商工観光課観光振興係（☎・内■問い合わせ先　商工観光課観光振興係（☎・内線線13131313））

　
観
光
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た

め
、
次
の
３
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
と
９
つ
の
施
策
を
定
め
ま
し
た
。

❶
外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て
の

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
旅
の
目

的
地
）形
成
に
向
け
た
受
入
基
盤

整
備
な
ど
外
国
人
観
光
客
か
ら

「
選
ば
れ
る
観
光
地
」を
目
指
し

ま
す
。 外

国
人
観
光
客
の
受
入
促
進

1ー1１ー2❶
登
山
の
魅
力
を
提
供
す
る
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し

ま
す
。

❷
八
幡
平
山
頂
エ
リ
ア
の
ガ
イ
ド

人
材
の
育
成
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
ガ
イ

ド
予
約
販
売

の
仕
組
み
を

構
築
し
、
ツ

ア
ー
造
成
や

販
売
を
実
施

し
ま
す
。

１ー3❶
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
最
大
の
武
器

に
、イ
ン
フ
ラ
投
資
や
グ
リ
ー
ン
期

の
受
入
基
盤
整
備
な
ど
を
支
援
し
、

ス
キ
ー
場
の
魅
力
化
を
狙
い
ま
す
。

❷
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
コ
ン
テ
ン

ツ
の
開
発
や
海
外
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
へ
の
発
信
、
グ
リ
ー
ン
期
の
コ

ン
テ
ン
ツ
開
発
な
ど
、
富
裕
層
受

入
に
見
合
う
価
値
の
創
出
を
行

い
ま
す
。

❸
ス
キ
ー
場
や
国
立
公
園
の
ベ
ー

ス
タ
ウ
ン
と
な
る
宿
泊
施
設
や
観

光
施
設
に
お
い
て
、
上
質
か
つ
多

様
な
滞
在
環
境
の
開
発
促
進
と
と

も
に
省
エ
ネ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
、
廃
棄
物
の
削
減
を
意
識

し
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

❹
雪
上
車
の
利
活
用
推
進
や
夏
季

の
環
境
整
備
な
ど
を
通
じ
て
、持
続

可
能
な
八
幡
平
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
エ
リ
ア
を
推
進
し
ま
す
。

１ー4

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

❶
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
活
用
し
た
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
受
け

入
れ
を
推
進
し
ま
す
。

❷
景
観
に
優
れ
た
ル
ー
ト
を
活
用

し
、八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
大
会
の
実

施
や
ラ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
造
成
し
ま
す
。

❶
地
熱
資
源
を
活
用
し
た
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
な
ど
を
生
か

し
、教
育
旅
行
や
企
業
研
修
誘
致
の

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

❶
観
光
資
源
の
維
持・
保
全
に
係

る
取
り
組
み
や
民
間
資
金
を
募

る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

な
ど
に
よ
る
資
金
調
達
を
検
討

し
ま
す
。

３ー２

交
通
ア
ク
セ
ス
の
拡
充

❶
観
光
需
要
に
配
慮
し
た
コ
ミ
ュ

３ー３

観
光
推
進
体
制
の
強
化

❶
市
観
光
協
議
会
や
市
観
光
振

興
審
議
会
と
連
携
し
、
計
画
の
進

捗
状
況
を
評
価
や
検
証
す
る
体

制
を
強
化
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
観

光
経
営
人
材
育
成
や
観
光
施
策

財
源
確
保
に
向
け
た
検
討
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
関
係
人
口
、
交
流
人
口

の
増
加
に
つ
な
が
る
、
フ
ァ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
仕
組
み
づ
く
り
を

構
築
し
ま
す
。 

1高め
て
、
広
げ
る

3つな
ぐ

計
画
は
令
和
8
年
度
ま
で

　

本
計
画
の
期
間
は
令
和
8
年

度
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

　
各
施
策
の
進
捗
に
応
じ
て
見
直

し
を
行
い
、観
光
を
通
じ
た
持
続
可

能
な
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

❶
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
る

「
奥
南
部
漆
物
語
〜
安
比
川
流
域
に

受
け
継
が
れ
る
伝
統
技
術
〜
」な

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
検
討
と
電
気

バ
ス
な
ど
の
導
入
の
推
進
、
自
家

用
有
償
運
送
な
ど
の
新
た
な
移

❸
自
然
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
文

化
体
験
の
う
ち
２
つ
以
上
で
構
成

す
る「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
」の
付
加
価
値
の
高
い
観
光

商
品
の
造
成
と
営
業
強
化
を
実
施

ど
、
文
化
や

歴
史
を
共
有

す
る
自
治
体

と
の
広
域
連

携
強
化
を
推

進
し
ま
す
。

❷
地
域
食
材
の
活
用
や
食
の
体
験

コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
や
ア
グ
リ

ツ
ー
リ
ズ
モ
を
テ
ー
マ
と
し
た
農

の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
化
を
目
指
し

ま
す
。

❸
観
光
に
関
す
る
授
業
や
市
民

向
け
の
観
光
体
験
会
を
実
施

し
、
観
光
人
材
の
確
保
に
つ
な

げ
ま
す
。

し
ま
す
。

❹「
大
揚
沼
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル

及
び
そ
の
繁
殖
地
」は
国
の
天

2伝え
て
、
育
む

動
手
段
の

検
討
な
ど

観
光
客
の

ア
ク
セ
ス

向
上
を
目

指
し
ま
す
。 

然
記
念
物
指
定
か
ら
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
を
ア
イ
コ
ン
と
し
た
、
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
推
進
し
ま
す
。

３
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

自
然
を
楽
し
む

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
推
進

国
際
競
争
力
の
高
い

　

ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
形
成
の
促
進

２ー１

地
熱
な
ど
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s

 

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
学
ぶ

２ー2

地
域
の
歴
史
的・
文
化
的
資

源
、
食
文
化
の
活
用

3ー1

地
域
の
歴
史
的・
文
化
的
資

源
、
食
文
化
の
活
用
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市役所からのHOT LINE
　
市
は
経
済
的
な
理
由
で
修
学
が

困
難
な
学
生
に
対
し
、
奨
学
金
の

貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

■
対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る

人
の
子
で
、
高
校
や
大
学
、
各
種

学
校
に
進
学
ま
た
は
在
学
す
る
成

績
優
秀
な
学
生（
貸
付
人
数
の
枠

あ
り
）

■
貸
付
金
額　

▼
高
校　
月
額
２
万
円
以
内

▼
大
学（
短
期
大
学
を
含
む
）　
月

額
３
万
円
以
内

▼
そ
の
他
の
各
種
学
校　
月
額
３

万
円
以
内

■
償
還
条
件　
無
利
子（
学
校
卒

業
後
、
１
年
間
は
据
え
置
き
、
そ

の
後
８
年
以
内
で
月
賦
償
還
）

■
必
要
書
類　

❶
申
請
書（
連
帯
保
証
人
２
人

必
要
）

❷
家
族
調
書

❸
学
業
成
績
証
明
書

　
市
は
確
定
申
告
に
合
わ
せ
て
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

を
行
い
ま
す
。
平
日
の
来
庁
が
難

し
く
、
ま
だ
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ

て
い
な
い
人
は
、
こ
の
機
会
に
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
日
中
の

来
庁
が
難
し
い
人
は
、
毎
週
水
曜

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
に
受
け
取
れ
ま
す

■
対
象　

市
か
ら「
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
通
知
書（
は
が
き
）」

が
送
付
さ
れ
て
い
る
人（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
、

原
則
と
し
て
申
請
者
本
人
が
来
庁

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

■
開
庁
日
時　
2
月
26
日
㈰
午
前

9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
※
2
月

19
日
㈰
は
開
庁
し
ま
せ
ん
。

■
開
庁
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

市
民
課（
西
根
・
安
代
各
総
合

支
所
は
開
庁
し
ま
せ
ん
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
民

課
戸
籍
住
民
係
（
☎
・
内

線
１
０
６
２
）

　
市
は
将
来
、
市
内
で
看
護
師
と

し
て
就
業
を
目
指
す
人
に
対
し
、

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

■
対
象　
看
護
学
生
２
人（
看
護

学
校
な
ど
に
入
学（
在
学
）す
る
人
）

■
貸
付
金
額　
月
額
８
万
円
以
内

■
償
還
免
除　
市
内
に
居
住
し
、

市
内
医
療
施
設
な
ど
で
看
護
師
と

し
て
５
年
間
従
事
し
た
場
合

■
必
要
書
類

❶
申
請
書

❷
保
証
人
連
署
の
誓
約
書（
印
鑑

■
申
込
期
限　
３
月
10
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
福
祉

課
健
康
推
進
係（
☎
・
内
線
１
０

９
２
）

　
市
は
全
て
の
人
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、共
に
支
え
合
い
、み
ん
な

が
笑
顔
で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
を
目
指
し
、健
康
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
作
る
た
め

の
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
の
計

画
案
に
つ
い
て
、市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　
２
月
20
日
㈪
ま
で

■
閲
覧
場
所　
地
域
福
祉
課
ま

た
は
西
根
・
安
代
各
総
合
支
所
窓

支
え
合
う
地
域
を
つ
く
る

福
祉
計
画
案
へ
意
見
募
集

口
の
ほ
か
、市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
も

閲
覧
で
き
ま
す
。

■
提
出
方
法　
任
意
の
様
式
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
意
見
を

記
載
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら﻿

■
意
見
の
公
表　
取
り
ま
と
め
の

上
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
ま

す（
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

ま
た
、意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方

や
修
正
内
容
も
公
表
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課

福
祉
総
務
係
（
☎
・
内
線

１
１
１
３
）

　
肥
料
や
飼
料
の
価
格
高
騰
に
よ

り
経
営
に
影
響
を
受
け
て
い
る
農

業
経
営
体
、
畜
産
経
営
体
を
支
援

す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
、
肥
料

や
配
合
飼
料
の
購
入
に
対
す
る
補

助
金
の
交
付
に
つ
い
て
、
補
助
対

修
学
の
た
め
の
２
種
類
の
資
金
を
貸
し
付
け
し
ま
す

■　

修
学
困
難
な
学
生
へ
奨
学
金

■　

看
護
学
生
を
応
援
す
る
奨
学
金

登
録
証
明
書
添
付
必
要
）

❸
戸
籍
個
人
事
項
証
明
書
ま
た

象
の
期
間
を
令
和
３
年
10
月
１
日

か
ら
の
購
入
に
拡
充
し
、補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

■
申
請
方
法　
所
定
の
申
請
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書

類
を
添
付
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵

送
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

西
根
・
安
代
各
総
合
支
所
で
の
申

肥
料
・
飼
料
価
格
高
騰
対
策
支
援
の
補
助
対
象
期
間
を
拡
充

請
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

申
請
用
紙
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
農
林
課
ま
た
は
西
根
・
安
代

各
総
合
支
所
か
ら
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
補
助
対

象
期
間
の
拡
充
前
に
補
助
金
の

交
付
を
受
け
た
経
営
体
に
つ
い

て
も
、
拡
充
後
の
対
象
と
な
る

肥
料
・
飼
料
が
あ
る
場
合
は
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　
２
月
２８
日
㈫

◎
肥
料
価
格
高
騰
対
策
支
援
補
助
金

■
対
象
者　
市
内
に
住
所
ま
た
は

所
在
地
を
有
す
る
人

で
、
販
売
を
目
的
と

し
て
農
産
物
を
生
産

し
て
い
る
農
業
経
営
体

■
対
象
と
な
る
肥
料
　
３
年
１０
月

１
日
か
ら
４
年
９
月
３０
日
ま
で
に

納
品
さ
れ
た
肥
料

■
補
助
金
額　
肥
料（
堆
肥
な
ど

の
有
機
肥
料
を
除
く
）購
入
費
の

１０
分
の
１
以
内
の
額

※
補
助
限
度
額
は
、
農
業
経
営

体
の
区
分
に
よ
り
５０
万
円
か
ら

２
０
０
万
円

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
農

林
課
農
政
推
進
係（
☎
・
内

線
１
３
４
０
）

◎
飼
料
価
格
高
騰
対
策
支
援
補
助
金

■
対
象
者
　
市
内
に
住
所
ま
た
は

所
在
地
を
有
す
る
人
で
、
販
売
を

目
的
と
し
て
肉
用
牛
、
乳
用
牛
、

肥
育
豚
、
種
豚
、
肉

用
鶏
、
採
卵
鶏
な
ど

を
飼
育
し
て
い
る
畜

詳細はこちら﻿ 詳細はこちら﻿

❹
本
人
の
住
民
票
抄
本

❺
在
学
証
明
書（
入
学
者
は
合
格

通
知
書
の
写
し
）

詳細はこちら﻿

■
選
考
方
法　

奨
学
生
選
考
委

員
会
で
決
定

■
申
し
込
み
方
法　
必
要
書
類
を

教
育
総
務
課
に
直
接
持
参
し
、申
し

込
み
し
て
く
だ
さ
い（
※
郵
送
に
よ

る
申
し
込
み
は
不
可
）。　
申
請
書

と
家
族
調
書
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、同
課

ま
た
は
西
根・安
代
各
総
合
支
所
か

ら
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
３
月
24
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　
教
育
総
務
課

総
務
係（
☎
・
内
線
１
３
６
４
）

は
戸
籍
抄
本

❹
履
歴
書

❺
健
康
診
断
書

❻
在
学
証
明
書
お
よ
び
学
業
成
績

証
明
書（
在
学
中
に
限
る
）

❼
合
格
通
知
書
の
写
し（
入
学
前

に
限
る
）

■
申
し
込
み
方
法　
必
要
書
類
を

健
康
福
祉
課
に
持
参
す
る
か
、
書

留
郵
便（
必
着
）で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
と
誓
約
書
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、
同
課
か
ら
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら﻿

日
の
本
庁
窓
口
延
長
時
も
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
が
で

き
ま
す
。

冬
の
生
活
を
支
え
る
助
成

高
齢
者
世
帯
な
ど
に
支
給

　

市
は
住
民
税
が
非
課
税
の
高

齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
、
ひ

と
り
親
世
帯
又
は
生
活
保
護
受

給
世
帯
の
冬
期
間
に
お
け
る
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

冬
季
の
生
活
を
支
え
る
経
費
の

一
部
と
し
て
１
世

帯
当
た
り
６
千
円

を
助
成
し
ま
す
。

■
住
所
要
件　
令
和
4
年
12
月
1

日
現
在
で
本
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
世
帯

■
対
象
世
帯
　
４
年
度
の
住
民
税

が
非
課
税
の
次
の
い
ず
れ
か
の
世

帯
お
よ
び
生
活
保
護
受
給
世
帯

　

該
当
す
る
と
想
定
さ
れ
る
世

帯
に
は
、
こ
の
冬
季
特
別
対
策
助

成
の
お
知
ら
せ
を
郵
送
し
て
い

ま
す
が
、
4
年
1
月
2
日
以
降
に

転
入
者
が
い
る
世
帯
な
ど
に
は
、

市
で
課
税
情
報
を
把
握
し
て
い

な
い
た
め
、
お
知
ら
せ
を
発
送
し

て
い
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
場
合
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

❶
高
齢
者
世
帯　
65
歳
以
上
の
者

で
構
成
さ
れ
る
世
帯（
5
年
3
月

31
日
ま
で
に
満
65
歳
に
達
す
る
者

を
含
む
）

❷
障
が
い
者
世
帯　
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
者
ま
た
は

障
害
基
礎
年
金
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
の
い
る
世
帯
及
び
要

介
護
認
定
４
、
要
介
護
認
定
５
並

び
に
特
定
疾
患
医
療
を
受
け
て
い

る
者
の
い
る
世
帯

➌
ひ
と
り
親
世
帯　
児
童
扶
養
手

当
法
に
規
定
す
る
児
童
が
扶
養
さ

れ
て
い
る
母
子
世
帯
、
父
子
世
帯

ま
た
は
養
育
者
世
帯

■
申
請
期
限
　
2
月
28
日
㈫
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先
　
地
域
福
祉
課

福
祉
総
務
係
（
☎
・
内
線

当
た
り
６
０
０
円　
※
補
助
限
度

額
を
２
０
０
万
円
に
拡
充

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
農
林

課
畜
産
係
（
☎
・
内
線
１
３
３
５
）

産
経
営
体

■
対
象
と
な
る
飼
料
　
３
年
１０
月

１
日
か
ら
４
年
９
月
３０
日
ま
で
に

納
品
さ
れ
た
配
合
飼
料

■
補
助
金
額　
配
合
飼
料
１
㌧

詳細はこちら﻿

　

な
お
来
庁
す
る

前
々
日
ま
で
に
予
約

が
必
要
で
す
。

詳細はこちら﻿

新型コロナウイルス感染症についての相談先
■発熱など症状がある場合は
　かかりつけ医またはいわて健康フォローアップ
センターに電話相談を
▶いわて健康フォローアップセンター（☎ 0570-
089-005＝24時間対応）または可能な限り平日・日

◤

中に診療・検査医療機関へ相談・受診
▶診療・検査医療機関は右のＱＲコードを
参照

※6５歳未満で重症化リスクの低い人が、薬事承認さ
れた市販の抗原定性検査キットで陽性となった場合
▶いわて陽性者登録センターに登録することで、

■新型コロナウイルスについての全般的な相談は
▶一般相談窓口（午前９時から午後９時）

（☎ 019-629-6085）

医療機関を介さず陽性者登録ができま
す。登録は右のＱＲコードから 24時間
受付

１
１
１
３
・
１
１
１
４
・
１
１
１

５
）
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市役所からのHOT LINE

利用してみませんか？利用してみませんか？
子育て短期支援事業子育て短期支援事業

地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1101

子育てＮＥＷＳ

　市内に住んでいる保護者が、病気や出産、仕事
などの理由で一時的に子どもの養育が困難になっ
たとき、児童養護施設などで一定期間、養育や保
護を行い、子育てを支援する事業があります。
　盛岡市にある児童養護施設３カ所と乳児院２カ
所が利用できます。世帯の課税状況に応じて利用
料を支払い、保護者の責任で送迎してください。
◆事業内容
❶短期入所生活援助事業（ショートステイ）
▶期間　７日（６泊７日）以内
▶対象　保護者の入院などで、養育が一時的に困
難になった家庭の18歳未満の児童
❷夜間養護事業（トワイライトステイ）
▶期間　１カ月以内（平日）
▶対象　保護者が夜間の仕事などで、養育が困難

になった家庭の18歳未満の児童
❸休日預かり事業
▶期間　１カ月以内（休日）
▶対象　保護者が日曜日や祝日の仕事などで、養
育が困難になった家庭の18歳未満の児童
◆利用できる施設

◆申し込み方法
　地域福祉課で申請用紙に必要事項を記入し、提
出してください。申し込みには印鑑が必要です。

施設名 所在地（盛岡市） 電話番号
和光学園 青山1-25-2 019-647-2143
青雲荘 加賀野4-8-33 019-653-3947
みちのくみどり学園 上田字松屋敷11-14 019-663-3171
日赤岩手乳児院 三本柳6-1-10 019-614-0821
善友乳児院 北山1-13-24 019-622-2156
※施設の利用状況によっては、受け入れができない場合
がありますので、事前に相談してください。
※現在は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か
ら、新規の受け入れを見合わせている施設もありますの
で、希望に沿えない場合があります。

介護のココロ介護のココロ

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

　
市
は
市
営
牧
野
の
管
理
を
新
岩

手
農
業
協
同
組
合
に
委
託
し
て
い

ま
す
。牧
野
の
利
用
申
請
は
２
月
か

ら
新
岩
手
農
業
協
同
組
合
八
幡
平

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー（
以
下
、
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー
）で
受
け
付
け
ま
す
。

■
利
用
牧
野　
七
時
雨
牧
野
・
長

久
保
牧
野

■
利
用
期
間　
5
月
か
ら
11
月
ま

で（
予
定
）

■
対
象
家
畜　
乳
用
牛
・
肉
用
牛

■
提
出
書
類

❶
牧
野
放
牧
許
可
申
請
書

❷
黒
毛
和
種
の
場
合
は
登
録
書
の

写
し

■
申
し
込
み
方
法　
営
農
経
済
セ

ン
タ
ー
畜
産
酪
農
課
か
ら
交
付
を

受
け
た
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
申
し
込
み
し
て
く
だ

さ
い
。
期
間
内
に
申
し
込
み
が
な

市
営
牧
野
の
利
用
申
請

受
け
付
け
は
２
月
か
ら

■
申
込
期
間　
２
月
１
日
㈬
か
ら

３
月
１
日
㈬
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　
営
農
経
済
セ

ン
タ
ー
畜
産
酪
農
課（
☎
75・１
１

１
１
ま
た
は
農
林
課
畜
産
係（
☎・

内
線
１
３
３
７
）

　

市
は
令
和
５・
６
年
度
の
学
校

給
食
用
物
資
納
入
者
の
登
録
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
主
な
納
入
品
目　
野
菜
、精
肉
、

調
理
加
工
食
品

■
申
請
期
限　
２
月
2４
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　
西
根
地
区
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー（
☎
70
・

１
１
１
７
）ま
た
は
安
代
地
区
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー（
☎
72
・

２
５
５
７
）

学
校
給
食
物
資
納
入
者
の

登
録
申
請
を
受
け
付
け
中

　
八
幡
平
市
立
病
院
内
の
売
店
の

運
営
者
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
す

る
場
合
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内

「
八
幡
平
市
立
病
院
」ペ
ー
ジ
か
ら

八
幡
平
市
立
病
院
売
店
の

運
営
者
を
募
集
し
ま
す

　
県
緑
化
推
進
委
員
会
八
幡
平
支

部
で
は
、令
和
5
年
度
緑
化
推
進
事

業（
苗
木
配
布
な
ど
）の
要
望
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。自
治
会
や
地
区

で
、植
樹
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
場

合
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　
３
月
3
日
㈮

植
樹
で
緑
化
を
推
進

苗
木
を
配
布
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
林
課
林
業

係（
☎
・
内
線
１
３
３
９
）

　
気
温
が
お
お
む
ね
氷
点
下
４
度

以
下
に
な
る
と
水
道
が
凍
結
し
、

破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
就

寝
時
や
外
出
な
ど
で
水
道
を
使
用

し
な
い
と
き
は
、
必
ず
水
抜
き
を

し
ま
し
ょ
う
。
水
道
が
凍
結
し
、

解
凍
で
き
な
い
と
き
は
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
解
凍
を
依

水
道
の
凍
結
に
注
意

水
抜
き
を
忘
れ
ず
に

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
下
水
道
課

経
理
係（
☎
・
内
線
１
２
７
４
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死

亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た

世
帯
や
、
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

収
入
が
減
少
し
た
被
保
険
者
の
国詳細はこちら﻿

民
健
康
保
険
税
の
減

免
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

■
申
請
期
限　
３
月
31
日
㈮

■
減
免
割
合
や
必
要
書
類　
減
免

の
詳
細
は
広
報
は
ち
ま
ん
た
い
令

和
４
年
７
月
号（
№
３
２
５
）の
11

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
市
民

税
係（
☎・
内
線
１
１
２
７
）

国
保
税
の
減
額
・
免
除
申
請

手
続
き
は
３
月
末
ま
で
に

募
集
要
項
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

い
場
合
は
、
放
牧
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

詳細はこちら﻿

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
者
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
案
内
し

て
い
ま
す
。

詳細はこちら﻿

■
募
集
業
者
数　
１
業
者

■
募
集
ス
ペ
ー
ス　
幅
約
６
㍍
、

奥
行
約
３・９
㍍

■
使
用
料　
床
面
積
使
用
分
全
額

免
除（
電
気
料
金
は
実
費
負
担
）

■
申
請
期
間

２
月
６
日
㈪
か
ら

28
日
㈫
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
立
病
院
事

務
局（
☎
７６
・
３
１
１
１
）

介護のココロ介護のココロ
市地域包括支援センター ☎・内線1088

高
齢
者
・
養
護
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

高
齢
者
・
養
護
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

■
高
齢
者
虐
待
の
状
況

　
高
齢
者
の
虐
待
防
止
の
た
め
に
制

定
さ
れ
た「
高
齢
者
虐
待
防
止
法
」で

は
、高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援

を
重
要
な
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
養
護
者
の
介
護
ス
ト
レ

ス
や
経
済
的
な
困
窮
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
に
よ
る
虐
待
が
増
加
し
て
い

る
た
め
で
す
。

　
　
　
　
　
　

    

周
囲
の
気
づ
き
が
高
齢
者
虐
待
の
早
期
発
見
に

周
囲
の
気
づ
き
が
高
齢
者
虐
待
の
早
期
発
見
に

体
に
痛
み
を
与
え
た
り
、
ま
た
拘
束

し
て
自
分
で
動
く
こ
と
を
制
限
し
た

り
す
る
行
為

▼
心
理
的
虐
待
　
脅
し
や
侮
辱
な
ど

の
言
葉
や
態
度
、
無
視
、
嫌
が
ら
せ
に

よ
り
、精
神
的
に
苦
痛
を
与
え
る
行
為

▼
介
護
の
放
棄
・
放
任　
介
護
者
に

よ
る
介
護
の
放
棄
・
放
任
が
原
因
で
、

高
齢
者
の
身
体
や
精
神
状
況
を
悪
化

さ
せ
る
行
為

▼
経
済
的
虐
待　
高
齢
者
本
人
の
合

意
な
し
に
財
産
の
処
分
を
し
た
り
、金

銭
を
使
用
し
た
り
す
る
な
ど
、金
銭
的

な
不
利
益
を
与
え
る
行
為
。必
要
な
お

金
を
渡
さ
な
い
な
ど
の
行
為

▼
性
的
虐
待　
排
せ
つ
の
失
敗
な
ど

に
対
し
て
懲
罰
的
に
下
半
身
を
裸
に

し
て
放
置
す
る
な
ど
、
高
齢
者
に
わ

い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
さ
せ
た
り

　
高
齢
者
虐
待
に
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

▼
身
体
的
虐
待
　
暴
力
的
行
為
で
身

す
る
行
為

■
高
齢
者
と
と
も
に
養
護
者
も
支
援

　
あ
な
た
や
あ
な
た
の
身
近
な
人
が

介
護
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
場
合
は
、

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。高
齢
者
と
養
護
者
の

両
方
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
方
法

を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

県内市町村で受け付けた
高齢者虐待の相談通報件数

３年度 ２年度 元年度 30年度

養護者（高齢者の支援・介護
をしている者、主に家族）によ
る虐待の相談・通報件数

339 347 305 244

 _ うち虐待と判断された件数 175 172 149 141

養介護施設従事者等による虐
待の相談・通報件数

18 8 14 16

 _ うち虐待と判断された件数 4 3 2 ６
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

2月13日〜3月12日2月13日〜3月12日

寺田コミセンまつり
3月11、12の両日　寺田コミセン

市教育振興運動推進大会
2月25日　松尾コミセン

雪上ゴルフチャンピオン大会 IN 八幡平
３月1、2の両日　田山グラウンド

ピ ッ ク ア プッイ トベン

市税納期（納期限２月28日）　国民健康保険税（第８期）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日 ■市役所閉庁日

▶当番医（市内）エールクリニッ
ク八幡平・（鹿角小坂町診療所
▶当番薬局（市内）トライ薬
局・（鹿角）日本調剤鹿角薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■市役所閉庁日
■教育総務課＝教育振興運
動推進大会　9：50～12：00

（松尾コミセン）
■ 図 書 館＝T o m ’ｓChat 
Time　15：00～16：00

■市役所閉庁日
■マイナンバー本庁窓口休日臨
時開庁　9：00~16：00（市民課）
■体育協会＝第5回八幡平CUP
オープンテニス大会　9：00～

（アリーナまつお）
■図書館＝Tom’ｓ Chat 
Time　11：00～ 12：00

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）かづの厚生病院▶
当番薬局（市内）柏台薬局・

（鹿角）花輪調剤薬局
小児救急病院

（中　央）
小児救急病院

（国　立）
■市役所閉庁日 ■市役所閉庁日

■体育協会＝2023県クロス
カントリースキー田山大会　
10：00～13：00（田山クロスカ
ントリーコース）
■大更コミセン＝サークル発
表会　9：30～12：30

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）本田医院▶当番薬
局（市内）大更調剤薬局・（鹿
角）ファーマックスかづの薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■図書館＝▶おはなしのじか
ん　11：00～ 11：30、14：30～
15：00▶ Tom＆ Tam Story 
Time　15：00～15：30
■寺田コミセン＝コミセンま
つり　9：30～ 15：00　※12日
まで（12日は10時開始）

■市役所閉庁日
■マイナンバー本庁窓口休日臨
時開庁　9：00~12：00（市民課）

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）かづの厚生病院▶
当番薬局（市内）白樺薬局・

（鹿角）ヘルシークラブ厚生病
院前薬局

18	 19	

25	 26	

4	 5	

11	 12

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日 ■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■防災安全課＝Jアラート全
国一斉情報伝達試験　11：00～

■図書館＝本のクリニック　
10：00～15：00

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■まちづくり推進課＝定例行
政相談　9：30～12：00（市役所
本庁舎）
■西根総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（大更コミセン）
■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（安代総合支
所）

■図書館休館日
■田頭コミセン＝寺子屋「折
り紙」　10：00～11：00

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■田頭コミセン＝のびのび健
康体操教室　10：00～11：00
■大更コミセン＝文化講演会　
13：30～15：00

■天皇誕生日

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）鹿角中央病院▶当
番薬局（市内）すみれ薬局、さ
いとう薬局・（鹿角）黒沢薬局

■議会事務局＝市議会３月定
例会・施政方針演述、議案審議
ほか（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・休会（予定）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■図書館休館日（図書整理日）

■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■体育協会＝第14回雪上ゴル
フチャンピオン大会 IN 八幡
平 　 13：30～（田山グラウン
ド）　※2日まで（2日は11時
開始）
■松尾コミセン＝移動図書　
12：50～14：50（松尾地区内）

■広報はちまんたい発行日
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：40（松尾地区内）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・一般質問（予定）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日
■図書館休館日（蔵書点検日）　
※10日まで

■図書館休館日
■田頭コミセン＝寺子屋「パ
ステルアート教室」　10：00～
12：00
■荒屋コミセン＝移動図書
13：00～15：00（ 荒 沢 地 区 ）※
返却のみ

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■荒屋コミセン＝移動図書
12：00～14：30（ 田 山 地 区 ）※
返却のみ

■議会事務局＝市議会３月定
例会・一般質問（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・一般質問（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・一般質問（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・議案審議、予算特別委
員会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・予算特別委員会（予定）

27	

6	

2/13	 14	 15	 17	

20	 22	 23	 24	

28	 3/1 2	　 3	

7	 8	 9	 10	

21	

16	

常勤医の専門外来日、岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎７6-３１１1）

糖尿病内科 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週水曜日　　　　　午前中
循環器内科 毎週水曜日　　　　　１0：００～
心臓・血管外科 第２木曜日　　　　　午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　１４：００～
脳神経外科 第１木曜日　　　　　１４：００～
神経内科 第３木曜日　　　　　１0：００～
整形外科 第１・３・５火曜日　 9：００～

安代診療所（☎７２-３１１５） 内科 第２木曜日　　　　　午前中
※八幡平市立病院の専門外来など（耳鼻科、整形外科を除く）は、内科で初診を受け、
医師が必要と判断した場合、次回から予約受診になります。
※他医療機関に受診中の人は、紹介状が必要です。
※都合により変更・休診となる場合があります。事前に電話で確認してください。

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
エールクリニック八幡平（☎75-2355） 小坂町診療所（☎29-5500）
八幡平市立病院（☎76-3111） 鹿角中央病院（☎23-4131）
東八幡平病院（☎78-2511） かづの厚生病院（☎23-2111）
平舘クリニック（☎74-3120） 本田医院（☎35-3002）
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
　小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。
▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）
くらしとお金の安心
相談会（要予約）

2月17日㈮
10：0０～15：００ 要相談 市民課

（☎・内線1066 ）

年金相談（要予約） 3月9日㈭
10：００～15：3０ 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎０１９-６２３-６２１１）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1064 ）

※定例行政相談はカレンダー内に記載しています。

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
トライ薬局（☎78-8224） 日本調剤鹿角薬局（☎30-1193）
すみれ薬局（☎78-8075） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
さいとう薬局（☎72-2130） 花輪調剤薬局（☎30-0066）
柏台薬局（☎71-1001） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
大更調剤薬局（☎70-1320） ヘルシークラブ厚生病院前薬局（☎30-0080）
白樺薬局（☎74-3363）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝 9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は 9：00）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診療
所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障
を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
※　新型コロナウイルス感染症への対応による変更
岩手医科大学付属病院（医大）が小児救急受入病院当番制から一時脱退しています。
今後の動向により変更の可能性がありますので、最新情報は盛岡市医師会のウェブ
サイトで確認してください。

新しい遊具が人気の「県民の森・森林ふれあ
い学習館フォレストアイ」（定休日は火曜日）
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的の企業や団体からのお知らせは、広告枠をご利用ください。

車検など手続きは早めに 
３月はとても混雑します

　自動車の検査や登録手続きは、
毎年３月に集中し、窓口や車検場
が大変混雑します。
　車検や名義変更、住所変更、廃
車などの手続きは、できるだけ
2月中に済ませましょう。車検
は有効期限の１カ月前から受け
られます。
■受付時間　平日午前８時45分
から１１時45分まで、午後１時から
４時まで
■問い合わせ先　東北運輸局岩手
運輸支局（☎050-5540-2010）
■軽自動車の問い合わせ先　軽自
動車検査協会岩手事務所（☎050-
3816-1833）

国民年金保険料の納付 
口座振替の前納で割引

　国民年金保険料は、口座振替で
納付すると、金融機関などに行く
時間や手間が省けるとともに、納
め忘れを防ぐことができます。
　口座振替で前納（前払い）する
と、６カ月分で約１，１００円、１年分
で約４，１００円、２年分で約１５，８００円
が割引になります。
■前納の申込先　年金事務所また
は口座振替を行う金融機関の窓口
■申込期限　２月28日㈫
■問い合わせ先　ねんきん加入
者ダイヤル（☎０５７０－００３－００４）、盛
岡年金事務所国民年金課（☎０１９－
６２３－６２１１）

職場のトラブルで 
悩んでいませんか

　県労働委員会では、出前無料労
働相談会を開きます。解雇、減給、
パワハラ、セクハラなど労使間の
労働問題全般の相談に応じます。
■日時・場所　❶２月11日㈯午後
１時から４時まで　アイーナ❷2
月18日㈯午後１時から４時まで　
奥州地区合同庁舎　※希望日の２
日前までに予約
■その他　新型コロナウイルス感
染症の感染防止対策のため、中止
や延期する場合があるので、開催
の有無を来場前に問い合わせてく
ださい。
■予約・問い合わせ先　同委員会
事務局（☎0120-610-797）

盛岡近郊で就職希望なら 
もりおか就職ガイダンス

　岩手労働局などでは、雇用対策
の一環として、求人予定企業によ
る説明会を開きます。予約や履歴
書は不要です。
■日時　３月8日㈬午後１時か
ら４時まで（受け付けは午後0時
半から）
■場所　ホテルメトロポリタン盛
岡ニューウイング
■対象者　6年３月新卒（大学・
短大・高専など）予定者または、
おおむね35歳未満の既卒者
■参加企業　就業場所が盛岡公共
職業安定所管内の企業
■内容　企業の事業内容・採用情
報、ハローワークによる職業相談
■問い合わせ先　盛岡市商工労働
部経済企画課（☎019-613-8298）

相続登記の悩み解決 
２月中は相談が無料

　県司法書士会では、毎年２月の
１カ月間を「相続登記はお済みで
すか月間」とし、相続に関する無料
相談を行っています。
◎特設無料相談所
■日時　2月3日㈮、10日㈮、17

日㈮、24日㈮のいずれも午前１０時
から正午まで
■場所　県司法書士会館
◎司法書士事務所での無料相談
■期間　２月28日㈫までの平日
■場所　県内の各司法書士事務所
◎無料電話相談
■日時　２月中の毎週火・木曜日
午前10時から午後４時まで
■相談の電話番号　0120-823-815
◎相談全般の問い合わせ先　同会
事務局（☎019-622-3372）

仕事と学業を両立し 
就農を志す人を支援

　盛岡農業高では、働きながら農
業の知識を学べる特別専攻科入学
生を募集します。
■修業年限　２年　※週２日登校
■応募資格　高等学校卒業者（見
込みを含む）
■募集定員　16人
■応募期間　2月17日㈮から3
月3日㈮まで
■試験日　3月10日㈮

安心して活動するために 
スポーツ安全保険に加入

　5年度スポーツ安全保険の加
入受け付けが３月から始まりま
す。加入手続きはインターネット
加入に１本化されますので注意し
てください。
■加入できる団体　スポーツ、文
化、ボランティア、地域活動を行
う４人以上の団体・グループ
■受付期間　３月１日㈬から6
年2月29日㈭まで
■保険期間　４月1日㈯午前０時
から6年３月31日㈰午後12時まで

詳細はこちらから

■ 問 い 合 わ せ 先　
（公財）スポーツ安
全協会（☎03-5510-
0033）

■内容　面接と作文
■ 問 い 合 わ せ 先　
同校特別専攻科（☎
019-688-4211） 詳細はこちらから

被害者に寄り添う 
支援活動員を募集

　（公社）いわて被害者支援セン
ターでは、犯罪被害者とその家族に
対し、電話などで相談に応じるボラ
ンティア活動員を募集しています。
■応募期間　３月15日㈬まで
■応募条件　❶25歳から65歳ま
でで、心身が健康な人❷養成講座
を受講できる人（月1回程度）
■問い合わせ先　同センター（☎
019-621-3750）

学童保育クラブで 
勤務する職員募集

　5年度に学童保育クラブで勤
務する職員を募集しています。男
女は問いません。
■業務内容　小学生の見守りや育
成など
■応募資格　普通自動車運転免許
■勤務場所（学童保育クラブ）
❶大更❷大更第二❸東大更❹平笠
❺田頭❻平舘❼寺田❽松野❾寄木
❿柏台⓫あしろ⓬田山
■勤務日　月曜日から土曜日まで
■応募期限　2月28日㈫
■問い合わせ先　❶～❹（特非）あ
そぼっこ（☎68-7677）、❺～⓬（特
非）七時雨いきいきネットワーク
（☎77-2750）

子育て相談・援助の 
アドバイザーを募集

　5年度にたからっこ広場（大更
学童保育クラブ内）で勤務する子育
てアドバイザーを募集しています。
■業務内容　子育てに関する相談
や援助など
■応募資格　普通自動車運転免許
■勤務日　月曜日から土曜日まで　
※水曜日を除く
■応募期限　２月28日㈫
■問い合わせ先　（特非）あそぼっ
こ（☎68-7677）

八幡平山頂レストハウス 
従業員を募集しています

　（一社）市観光協会では、八幡平
山頂レストハウスの季節雇用従業
員を若干名募集しています。
■業務内容　売店や食堂での接
客、施設管理など
■雇用期間　４月中旬から11月
上旬まで
■応募資格　市内在住で松尾八幡
平ビジターセンターまで通勤可能
な人
■応募方法　市販の履歴書に記入
し、同協会に郵送または持参
■応募期限　３月17日㈮
■申し込み・問い合わせ先　同協
会（☎78-3500）

アマチュア無線技士の 
免許を取得しませんか

　七時雨アマチュア無線クラブで
は、第４級アマチュア無線技士養
成課程講習会を開きます。
■日時　3月11日㈯、12日㈰のい
ずれも午前９時から午後５時10分
まで
■場所　西根地区市民センター
■受講料　一般23,150円、18歳以
下9,850円
■申込期限　３月6日㈪
■申し込み・問い合わせ先　同ク
ラブ・澤口（☎090-7075-7972）

岩手の医療を支える 
県立病院職員を募集

　県医療局では、県立病院職員採
用試験を行います。

■日時　2月26日㈰から3月19
日㈰まで（土曜日を除く）午後１時
半から３時半まで※先着15人
■対象年齢　3歳から12歳まで
■応募資格　❶市内在住でス
キー初心者❷安比ハッピーキッ
ズジュニアスクールを利用した
ことがない❸体験後アンケート
に記入できる
■応募方法　安比高原スキー場
ハッピーキッズジュニアレッスン
受付へ連絡（☎73-5978）※応募時

「八幡平市民モニター体験会参加」
と伝える
■応募期限　2月5日㈰から19
日㈰まで
■参加料　２千円
■その他　当日市民であることを
確認するので、身分証明書を持参
■企画に関する問い合わせ先　㈱
八幡平DMO（☎78-8882）

■職種　薬剤師、臨床検査技師、
臨床工学技士、管理栄養士、公認
心理師、助産師、看護師
■勤務地　全県立病院　※職種
によっては、勤務条件が異なり
ます。
■申込期限　２月9日㈭
■試験日　２月16日㈭
■問い合わせ先　受験資格など詳
しくは同医療局職員課（☎019-629-
6861）に問い合わせてください。

多重債務でお困りの人 
専門相談員が応じます

　東北財務局盛岡財務事務所で
は、自らの収入で返済できない借
金で悩んでいる人の相談に応じま
す。相談は無料です。
■日時　平日（祝日、年末年始を
除く )午前８時半から午後４時半
まで
■相談の電話番号　盛岡財務事務
所（☎019-622-1637）

スキー初心者に向けた 
屋内外レッスンを開催

　市内在住のスキー初心者を対
象に安比高原スキー場ハッピー
キッズジュニア屋内外レッスン
八幡平市民モニター体験会を開
きます。

1415 No.332 ◎2023．2.2



VOL

平 高
L I F E
平高生活を送る生徒を紹介 !
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■人口の動き【12月31日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 14,638（－17） 6,311（－12）
松 尾 5,473（－11） 2,548（＋6）
安 代 3，864（－12） 1,739（－6）
合 計 23,975（－40） 10,598（－12）
男 性 11,567（－8）
女 性 12,408（－32）

出生 10 死亡 54
転入 43 転出 39

項 目 12月 令和4年１月からの累計

人身事故 0（2） 19（13）
物損事故 78（51） 483（427）
負 傷 者 0（2） 31（14）
死 者 0（0） 1（0）
飲酒運転 1（1） 2（7）
火 災 0（0） 13（7）
救 急 133（83） 1,357（1,110)

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

（12月届け出分）

※個人情報保護の観点からホームページ上に掲載しないこととしております 。

健やかに
（行政区・性別・保護者）

安らかに安らかに

お幸せに

★
平
高
に
入
学
し
た
理
由

姉
が
平
高
出
身
で
、
何
か
あ
っ

た
時
に
、
先
生
に
相
談
し
や
す
い

良
い
雰
囲
気
だ
と
い
う
こ
と
を
教

え
て
も
ら
い
、
入
学
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

★
平
高
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

入
学
当
初
か
ら
、
部
活
動
と
勉

強
の
両
立
を
目
標
に
し
て
、
部
活

動
に
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
勉
強

は
家
で
も
で
き
る
だ
け
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
商
業
系
の
検
定
や
模

擬
試
験
な
ど
の
勉
強
は
大
変
で
す

が
、
就
職
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幅
を
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げ
る
た
め
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
生
や

友
達
に
明
る
い
あ
い
さ
つ
を
す
る

こ
と
も
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
広
報
委
員
会
で
は
、
年
に
一
回

発
行
す
る
生
徒
会
誌「
わ
だ
ち
」の

編
集
に
取
り
組
み
、
校
内
行
事
の

良
さ
が
伝
わ
る
よ
う
に
記
事
を
書

く
こ
と
な
ど
、
委
員
長
と
し
て
責

任
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

★
平
高
の
楽
し
い
と
こ
ろ
や
魅
力

学
校
生
活
は
と
て
も
楽
し
い
で

す
。
友
達
と
の
交
流
や
部
活
動
の

美
術
部
で
み
ん
な
と
目
標
に
向

か
っ
て
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
が

特
に
楽
し
い
で
す
。

★
将
来
の
夢
・
進
路
は
？

公
務
員
に
な
っ
て
、
市
民
が
生

活
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
尽
力

し
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
盛

岡
の
専
門
学
校
で
公
務
員
講
座
を

受
講
し
、
夢
に
向
か
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　美術部・広報委員会委員長

角舘 咲
さ き

さん
（普通科２年：松尾中出身）

岩手県高校総合文化祭に出品した作品「救い」と
咲さん（紫薫ギャラリー）

35
平高ＨＰは
こちら﻿から

12月2日、ANAクラウンプラザリゾート安比高原
（旧ホテル安比グランド）で、家政科学科1年生がホ
テル実習を行いました。客室・フロント業務の見学
の他、接遇の講習やバンケットセッティング（祝宴準
備など）実習を行い、観光・サービス関連分野の仕事
への興味や関心を高めています。

▶あいさつは、表情、態
度、身だしなみ、言葉遣
いが大切で、相手と目を
しっかり合わせてこそ
本当の挨拶であること
に気づかされました

（１Ｃ小林由
ゆ な

奈）。緊張した表情で食器を扱う生徒

12月6日、盛岡地方気象台から講師を招き、全校
生徒を対象に大雨・洪水のワークショップを開催。
ワークショップでは、平舘地域の防災マップをもと

大雨・洪水の想定をもとに
避難先などを確認する生徒

◆ 1年生活産業基礎の授業でホテル実習

に、大雨による土砂災害を想定した避難行動などを
グループごとに考え、発表しました。
　生徒たちは、大雨災害から身を守るためには、地
域の災害リスクを知ること、警戒レベルなどテレビ
やラジオから発信される気
象情報の知識を身に付ける
ことの大切さを学び、避難場
所や避難経路の事前把握に
加え、災害時は避難情報を的
確に収集し早めに命を守る
行動を取ることの重要性を
認識しました。

さまざまな分野の体験を積み重ねる ◆大雨洪水ワークショップを開催
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地
域
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こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

博物館博物館だよりだより

図書館図書館だよりだより

M U S E U M

L I B R A R Y

博物館　TEL 63-1122

� 図書館　TEL 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　TEL 76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL 72-2505

Vol.74

BBC松尾

◎結成何年目？きっかけは？
　何年に結成したか定かではありませんが、合併
前から活動しています。松尾地区の野球好きが集
まり、結成しました。
◎活動の内容は？
　ウォーミングアップを行い、バッティング練
習などの基礎練習に励んでいます。市内の中学
生や社会人チームと練習試合して、4月の県民大
会や10月の市長杯など大会に向けて頑張ってい
ます。
◎活動の魅力は？
　試合中は監督や選
手、それぞれに駆け引
きがあり、それを制し
て勝ったときは充実
感を得ることができ バッティング練習の成果を発揮

ます。また、チームスポーツでありながら、投
手と打者の個人同士の対決があるので、試合に
出場している全員が主役になることができるの
も魅力です。
◎活動をして感じる効果は？
　投げる、打つ、走る、捕るなどシーンに合わせ
てさまざまな筋肉を使うので、筋力の向上や瞬発
力の向上などが期待できます。また、試合や練習
を通して不安や恐怖心に打ち勝つメンタルや勝負
強さなどを鍛えることもできます。
◎活動日時・場所は？
　毎週土曜日か日曜日の都合のいい日に夏場は
午前9時から正午まで三ツ森グラウンドで、冬
場は松尾コミュニティセンターで正午から午後
3時まで練習しています。20代の若いメンバーを
中心に活動しています。市内外問わずにメン
バーを募集しているので興味のある人は連絡し
てください。
■問い合わせ先　事務局　中村（☎080-2811-4532）

メンバー20人（1月10日現在）
代表：佐々木 晴哉＝金沢＝

Vol.105

市
で
過
ご
す
冬
は
２
年
目

に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
冬
の
厳
し
い
寒
さ
に
は

慣
れ
ま
せ
ん
。
年
末
年
始
は
実

家
の
あ
る
一
関
に
帰
省
し
て

い
ま
し
た
。
雪
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全
く
な
く
、

県
内
で
も
こ
こ
ま
で
違
う
ん

だ
な
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

年
明
け
後
、
市
に
戻
っ
て
き
た

ら
水
道
管
が
破
裂
し
て
、
家
の

中
が
水
浸
し
に
な
っ
て
し
ま

い
、
大
慌
て
の
仕
事
始
め
に
な

今月の担当

金野 利
と し や

哉 さん

り
ま
し
た
。

利
用
者
が
欲
し
い
情
報
だ

け
受
信
で
き
る
よ
う
に

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
に
向
け
て
開
発
を
進
め

て
い
ま
す
。
対
象
ご
と
に
情
報

を
発
信
す
る
こ
と
で
よ
り
有
効

に
活
用
し
て
も
ら
え
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
市
内
企
業
で
も

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
導
入
が
進
ん

で
い
ま
す
。
運
用
方
法
な
ど
わ

か
ら
な
い
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と
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あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

総
務
省
主
催
の
起
業
家
万

博
東
北
地
区
大
会
に
参

加
し
、
前
職
の
消
防
士
の
経
験

を
生
か
し
た
救
急
隊
用
の
Ａ
Ｉ

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
全

国
大
会
に
進
む
賞
は
受
賞
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
東
北
総
合

通
信
局
長
賞
な
ど
４
つ
の
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
大
会
の
中
で

た
く
さ
ん
の
人
と
交
流
し
、
貴

重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た

の
で
、
引
き
続
き
、
社
会
実
装

が
出
来
る
よ
う
開
発
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

審査員の前で７分間のプレゼンテーショ
ンをする金野さん

市公式ＬＩＮＥは
こちらから

相談はこちらから

図書館ＨＰはこちら﻿

◆英語でおしゃべりしませんか? -Tom's Chat Time-
　Tom’s Chat Time（トムのチャットタイ

■日時　毎月最終土曜日・日曜日
▶土曜日は午後３時から４時まで
▶日曜日は午前11 時から正午まで
　※２月の開催は25日㈯と26日㈰
■会場　市立図書館会議室
■定員　５人から６人
　※参加には事前の申し込みが必要。ただし定員に余裕
があれば、当日参加も可能です。詳しくは市立図書館
まで問い合わせてください。

ム）は英語でおしゃべりをしてみたい中学生以上の人
を対象にした新しい企画です。
 自己紹介や趣味、旅行の思い出など、毎回テーマを
決めて会話を楽しみます。テーマに応じたフレーズ紹
介なども予定しています。

　「料理はすごい！」「お菓子はすごい！」「野菜はす

◆新着ピックアップ
『めんはすごい！』

編集・出版社／柴田書店

ごい！」に続くシリーズ第４弾。
「子どもが自分で作れて、大人が食
べてもおいしい」をテーマに和洋中
の麵料理がたくさん掲載されてい
ます。
◆蔵書点検期間中は休館となります
　市立図書館と松尾・荒屋コミセン図書室は、
蔵書点検のため、次の通り臨時休館します。
　点検期間中は、返却のみ可能です。
▶市立図書館　３月６日㈪から10日㈮まで
▶松尾コミセン図書室　２月14日㈫・15日㈬
▶荒屋コミセン図書室　２月21日㈫・22日㈬

博物館ＨＰはこちら﻿

展示資料紹介 「 壺形土器 」

　本館で常設展示中の「壺形土器」（安代地区・曲
ま が た

田Ⅰ
遺跡出土）を紹介します。
◆縄文人の精巧な土器作り技術を示す
　この壺形土器は今から約2,500年前の縄文時代の
終わりである晩期のもので、高さは約25㌢あります。
この土器の見どころは、器面に複雑な雲

くもがた

形の文様を
曲線的に描き、それ以外を削って光沢を出し、さら
に掘り込みを入れることで雲形の文様をはっきりと
浮き立たせるようにしているところです。また、曲
田Ⅰ遺跡では器面をくりぬいた文様が見られる透か
し彫りを施した土器なども多く出土しており、職人
技というべき縄文人の精巧な土器作りの技術や芸術
性を知ることができます。
◆縄文文化の結晶といえる土器
　縄文時代は約1万2,000年もの長い間続いた時代

で、その晩期では、壺や鉢、注口土器など多彩な形
の土器が作られます。また、器面を磨いて光沢を出
し、黒色になるように
焼いた土器が作られ
るようになります。そ
して、この土器のよう
に複雑な文様などを
浮き彫りにしたもの
が流行し、縄文文化の
結 晶 と い え る ほ ど
華々しい土器が作ら
れました。
　このような土器は
「大

お お ぼ ら

洞式土器」とよば
れ、東北全域で作られ、
遠く関西地方まで影響
を与えました。

壺形土器　八幡平市蔵﻿

壺形土器　文様拡大﻿
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２02）

防
災
行
政
無
線
は
放
送
後
24
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
☎
68
・
７
３
１
３
）※
通
話
料
は
利
用
者
負
担

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

ガリウムカップ第34回田山クロス
カントリー大会を開催（1月8、9
の両日、田山グラウンド）

県中学、高等学校スキー大会アル
ペン種目を開催（1月14、15の両
日、安比高原スキー場）

第75回県民体育大会スキー競技会
のジャンプ、コンバインドの両種
目を開催（1月21日、矢神飛躍台）

どの子も学びやすい学校に
小中学校適正配置計画案の住民説明会を開催

　市教育委員会は、市小中学校適正配置検討委員会が
とりまとめた計画案について、12月15日から１月27日
まで市内の小中学校を会場に住民説明会を行いました。
　説明会では児童生徒数の推移などに基づいた西根・
松尾地区の中学校統合案などを説明しました。１月１１
日の説明会に参加した菅原こずえさんは「説明や意見
を聞いて、さまざまな課題があることが分かった。市
の良さを盛り込んだ学校をつくり、市に住みたいと思
われるような学校になればいい」と期待を込めました。児童生徒数や校舎の状況に耳を傾ける参加者（大更小会場）

統率の取れた行進の中、佐々木孝弘統監に敬礼をする団員

防火・防災の決意新たに
地域の火災予防を担う団員ら450人が参加

　市消防出初式は1月３日、市役所本庁舎前で行わ
れ、消防団員400人、婦人消防協力隊員50人、消防車
両40台が参加し、威風堂々とした姿を披露しました。
　肌を刺すような冷たい風が吹く中、ラッパ隊の演奏
に合わせ力強く分列行進。その後の式典では、今年の
無火災・無災害を願い、万歳三唱が行われました。
　工藤民一団長は「消防団、婦人消防協力隊が一体とな
り、地域防災の要として消防防災の任にあたってほし
い」と訓示し、地域防災の一層の強化を誓いました。

防災安全課　地域安全係 ☎・内線 1265
　　　　　　消防防災係 ☎・内線 1261

交 通
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

４
月
か
ら
努
力
義
務
に

特
殊
詐
欺
の
被
害
が

市
内
で
発
生
し
て
ま
す

防犯
　

最
近
は「
新
型
コ

ロ
ナ
に
関
連
し
て
交

付
金
が
支
払
わ
れ

る
」な
ど
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
応
じ
た
特

殊
詐
欺
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
特
殊
詐
欺
は
、犯
人
が
電
話
や
訪
問
な
ど

で
親
族
や
公
共
機
関
の
職
員
を
装
っ
て
被

害
者
を
信
じ
込
ま
せ
、現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
っ
た
り
、医
療
費
の
還

付
金
が
受
け
取
れ
る
な
ど
と
言
っ
て
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
操
作
さ
せ
、犯
人
の
口
座
に
送
金
さ
せ

た
り
す
る
犯
罪
の
こ
と
で
、
４
年
に
は
、
市

内
で
も
１
件
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
警
察
庁
に
よ
る
と
、
平
成
29
年
か
ら
令

和
３
年
ま
で
の
５
年
間
に
起
き
た
自
転
車

の
事
故
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い

な
か
っ
た
ケ
ー
ス
の
致
死
率
が
、
着
用
し

て
い
た
ケ
ー
ス
に
比
べ
２
・
２
倍
以
上
高

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
昨
年
４
月
に

「
道
路
交
通
法
」が
改
正
さ
れ
、
５
年
４
月

１
日
か
ら
、
年
齢
を
問
わ
ず
自
転
車
に
乗

る
す
べ
て
の
人（
現
在
は
13
歳
未
満
）に
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ

県
企
業
局
補
助
金
を
活
用

市
内
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

防 犯
　
県
企
業
局
の「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
支
援
事
業
」を
活
用
し
、４
年
度
中
に

市
内
の
防
犯
灯
１
０
０
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し

ま
し
た
。

　
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
電
気
代
の
削

減
の
ほ
か
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
よ
る
二

酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
に
も
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
市
で
は
こ
の
よ
う
な
事
業
を

積
極
的
に
活
用
し
、
環
境
に
優
し
い
街
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

交
通
事
故
の
な
い
社
会
へ

活
動
の
功
績
を
た
た
え
て

交 通

ま
し
た
。
罰
則
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、

着
用
を
習
慣
化

し
、
事
故
の
被
害

を
最
小
限
に
食
い

止
め
ま
し
ょ
う
。

　
万
が
一
、振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

遭
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
は
警
察

に
、そ
の
後
速
や
か
に
振
込
先
の
金
融
機
関

に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

― 

急
が
せ
る
の
が
特
徴

「
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
と

 

大
変
な
こ
と
に
な
る
」

「
今
日
ま
で
が
期
日
」

 

― 

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

「
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
」

「
一
人
で
振
り
込
ま
な
い
」

　
交
通
安
全
や
啓
発
の
長
年
の
活
動
や
、学

校
・
地
域
で
の
交
通
安
全
の
呼
び
掛
け
、
あ

い
さ
つ
運
動
な
ど
の
取
り
組
み
が
認
め
ら

れ
、
県
知
事
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

■
市
町
村
交
通
指
導
員
功
労
表
彰

◇
金
賞（
勤
続
15
年
以
上
）

　
根
守
　
誠（
北
寄
木
）

■
交
通
安
全
模
範
校
　
田
山
小
学
校　

無火災を誓い、力強く訓示する工藤民一団長
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

良い年が迎えられるように
新しい年への願いを手作りの門松に込める

　県民の森フォレストアイでは12月24、25の両日、門
松づくりを体験する恒例の門松教室が開かれました。
　参加者は手作りの門松で新年を迎えようと高さ約
90㌢の門松づくりに挑戦。飾り紐の結び方などに戸惑
いながらも、竹の周りに縁起木の松や梅、アオキなど
を飾り付けると、堂々とした門松が出来上がりました。
　初めて参加したという一戸光雄さん（盛岡市）は
「飾り紐の結び方が勉強になった。来年も元気に過ご
せればいい」と新たな１年の無事を願いました。手本を参考に、門松の胴体に飾り紐を結ぶ参加者

「いらっしゃいませ」の呼び声で、もち米を販売する児童

モチモチの出来上がりだよ
大更小５年生が自分たちで育てたもち米を販売

寄木小の児童など26人が豊年満作・
コロナ終息を願い、験竿を手に練
り歩く（１月16日、寄木裸参り）

事件・事故を防ぐため決意を新た
に初点検に臨む隊員（１月９日、市
交通指導隊・防犯隊合同初点検）

人権相談や啓発活動に尽力
退任人権擁護委員へ法務大臣から感謝状が贈呈

　退任人権擁護委員感謝状贈呈式は１月13日、市役
所で行われ、髙橋さよさん、井上昭二さん、工藤加
寿子さんの３人へ感謝状が伝達されました。
　髙橋さんは委員を５期15年、井上さんは３期９年、
工藤さんは２期６年３カ月務め、人権相談や人権の花
運動、施設訪問による啓発活動などに尽力されました。
　髙橋さんは「相談内容をよく聞き、相談者自身で自分
の道を見つけられるよう心掛けた。仲間に助けられ、
活動を進めることができた」と感謝をにじませました。感謝状を手にする（左から）髙橋さん、井上さん、工藤さん

　大更小の５年生64人は12月20日、５月末の田植え
から、稲刈り、脱穀の農業体験を通じて育てた品種
「もち美人」の販売会を行いました。
　1㌔入りの袋には「ほっぺたが落ちるくらいう米

まい

」
などと児童のメッセージ入りで、児童の保護者や祖父
母などが新米を買い求めに次々に来校しました。
　販売した髙橋照太君は「脱穀作業は稲の束が重く
て大変だった。食べて良かったと思ってもらえたら
嬉しい」と期待を込めました。

約100人の住民が集い、10種目の
競技を通して交流を深める（1月
7日、寺田地区雪上運動会）

イベントで行ったオークションの売
り上げの一部を社会福祉協議会に寄
付（12月20日、西根ライオンズクラブ）

協定を結んだ佐々木市長と猿子町長（右）

魅力詰まった共通返礼品を
雫石町とコラボした返礼品の取り扱いを開始

　ふるさと納税の共通返礼品に関する自治体間連携協
定締結式は12月22日、市役所で開かれ、佐々木孝弘市
長と猿子恵

し げ ひ さ

久雫石町長が協定書を取り交わしました。
　本協定は両市町がみちのく盛岡広域連携都市圏ビ
ジョンの構成市町ということで実現。特産物を組み合
わせた返礼品を一体的に発信し、地域経済の活性化を
図ることを目的としています。返礼品は雫石牛とドラ
ゴンアイビールを組み合わせた「お肉とお酒の贅沢セッ
ト」など４種類で、今後さらに増やしていく予定です。

園児たちが飾りつけしたミズキ飾りが届けられました

ミズキ飾りに思いを込めて
世代間交流事業の一環でミズキ飾り作りを実施

　平舘こども園年長児と同地区の老人クラブ連合会
は1月6日、平舘コミュニティセンターで小正月伝
統行事のミズキ飾り作りを行い、交流を深めました。
　園児たちは、豊作祈願の意味を込めた餅に、見立て
た色とりどりの紙粘土や商売繁盛を願う小判など、
さまざまな飾りをミズキの枝に付け、完成したミズ
キ飾りは同園や市役所など7カ所に飾られました。
　大巻和

か ず や

也くんは「初めて見る飾りがあって楽しくで
きた。家でもやってみたい」と声を弾ませました。

大会に向け意気込む泳人さんと七海さん

きょうだいで世界に挑戦
世界大会に臨む岩渕きょうだいが表敬訪問

　ラトビアで開かれるジュニア世界スキーオリエン
テーリング選手権大会2023に出場を決めた岩渕泳

え い と

人
さん（盛岡三高2年）と妹の七

な な み

海さん（松尾中２年）は
１月5日、佐々木孝弘市長を表敬訪問しました。
　競技は地図上のチェックポイントを順に回るオリ
エンテーリングとクロスカントリーを組み合わせた
もので、体力と冷静な判断力が求められます。
　初めての世界大会に向けて2人は「持てる力を発
揮し悔いのない滑りをしたい」と飛躍を誓いました。

温泉郷再生計画がスタートアップ
認証を受け、７年度までの実現を
目指す（12月26日、㈱八幡平DMO）
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▪
編
集
後
記

▽
子
ど
も
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

と
、思
い
も
し
な
い
感
想
が
毎
回
。目
に

映
る
一
瞬
を
切
り
取
り
言
葉
に
す
る
瞬

発
力
や
表
現
の
み
ず
み
ず
し
さ
に
感
動

し
た
り
、言
葉
に
詰
ま
っ
た
り
、吹
き
出

し
た
り
。帰
宅
が
遅
い
日
が
数
日
続
い
た

先
日
、
子
ど
も
が
私
の
顔
を
見
て
一
言
。

「
久
し
ぶ
り
！
」　　
　
　
　
　
　
　
智〇　

▽
ミ
ス
さ
ん
さ
踊
り
に
選
ば
れ
た
千
葉

彩
楓
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。３
年
ぶ
り

に
開
催
予
定
の
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
に
向

け
、連
日
練
習
に
励
ん
で
い
る
姿
は
、真

剣
そ
の
も
の
で
し
た
。生
で
盛
岡
さ
ん
さ

踊
り
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、今

回
は
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。皆
さ

ん
も
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。� 

雅○

▪
編
集
後
記

▽「
立
派
な
ミ
ズ
キ
を
準
備
し
て
も
ら
い

ま
し
た
」の
連
絡
で
松
尾
保
育
所
に
行
く

と
、
古
タ
イ
ヤ
を
積
ん
で
コ
モ
を
巻
き
、

俵
に
模
し
た
土
台
の
上
の
立
派
な
ミ
ズ

キ
が
ダ
ン
ゴ
待
ち
状
態
。松
尾
地
区
の
松

尾
廣こ

う
じ二
さ
ん
が
土
台
も
含
め
て
設
営
提

供
。こ
ち
ら
は
写
真
で
紹
介
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
が
抜
群
の
存
在
感
で
し
た
。  

智〇
〇

▽
今
月
に
開
催
さ
れ
る
国
体
に
出
場
を
目

指
す
選
手
た
ち
が
集
ま
っ
た
県
民
体
を
取

材
し
ま
し
た
。
特
に
ジ
ャ
ン
プ
競
技
は
、

台
も
改
修
さ
れ
た
り
、
五
輪
銅
メ
ダ
リ
ス

ト
の
永
井
秀
昭
さ
ん
も
出
場
し
た
り
と
、

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
少
し
会
場
ま

で
歩
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も

選
手
た
ち
を
応
援
し
ま
し
ょ
う�

 

雅○

昭和8年生まれ。青森県八戸市出身。趣味
は読書とテレビ鑑賞で、司馬遼太郎の著書
がお気に入り。テレビは流し見することが
多いが相撲は必ず見るという。撮影をきっ
かけに岩手山などの山々に魅了され、移住
して30年になる。

た
か
て
ら
・
し
ろ
う
　
90
歳
　
＝
温
泉
郷
＝

高
寺　

志
郎 
さ
ん

元
山
岳
写
真
家

フォレストアイにあるギャラリーに展示された
作品を眺めながら思いを語る高寺さん

　
「
写
真
展
を
開
催
し
て
も
ら
い
、大

変
あ
り
が
た
い
」と
う
れ
し
そ
う
に

話
す
の
は
、
60
代
ま
で
山
岳
写
真
家

と
し
て
活
躍
し
た
高
寺
志
郎
さ
ん
。

八
甲
田
山
や
八
幡
平
の
樹
氷
な
ど
、

東
北
の
山
々
を
中
心
に
撮
影
し
た
作

品
を
展
示
し
た「
東
北
の
山
と
湿
原
」

を
県
民
の
森
・
森
林
ふ
れ
あ
い
学
習

館
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
イ
で
開
催
中（
2

月
25
日
㈯
ま
で
）。多
く
の
来
場
者
を

魅
了
し
て
い
る
。

　

母
親
か
ら
カ
メ
ラ
を
勧
め
ら
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
中
学
生
の

頃
か
ら
写
真
を
始
め
る
。
10
代
で
片

耳
に
難
聴
を
患
い
、
22
歳
の
時
に
は

両
耳
が
完
全
に
聞
こ
え
な
く
な
っ

た
。
そ
れ
で
も
写
真
家
と
し
て
活
動

を
続
け
ら
れ
た
の
は「
世
界
百
名
山

の
選
定
と
撮
影
に
も
携
わ
っ
た
写

真
家
白
川
義よ

し
か
ず員
氏
と
の
出
会
い
や
、

た
お
や
か
な
山
々
が
見
せ
る
魅
力

に
は
ま
っ
た
か
ら
」と
当
時
を
振
り

返
る
。
現
役
時
代
は
、
無
駄
な
も
の

が
排
除
さ
れ
、
本
当
に
伝
え
た
い
こ

と
を
直
接
的
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
モ
ノ
ク
ロ
写
真
に
強
い
こ
だ

わ
り
を
持
ち
続
け
た
。

　

亡
く
な
っ
た
奥
さ
ん
と
屋
久
島

を
縦
断
し
た
こ
と
が
一
番
の
思
い

出
で「
独
り
で
冬
山
に
行
き
、
撮
影

す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
不
安
や

恐
怖
心
は
全
く
な
か
っ
た
。
周
り
の

音
が
聞
こ
え
な
い
こ
と
で
自
然
に

浸
る
こ
と
が
で
き
た
」と
充
実
感
を

に
じ
ま
せ
る
。

　

高
寺
さ
ん
は「
人
そ
れ
ぞ
れ
感

じ
方
は
違
う
の
で
、
好
き
な
よ
う

に
作
品
を
見
て
も
ら
い
た
い
」と

笑
顔
で
語
り
、
日
課
の
散
歩
を
し

な
が
ら
、
今
日
も
大
好
き
な
岩
手

山
の
景
色
を
眺
め
る
。

●104●115

四
季
折
々
の
山
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
感
じ
て
ほ
し
い




